
情報化推進リーダー研修 まとめ    
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「魅力」ある授業   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
 

ファイル名 

実施日 口座番号（講座名）まとめ 

コラボ研修の場合は列記 

 
Exp.   R2.5.15_21001（授業づくり研修①）まとめ.pptx 

☆めあてを明確にする 

☆学び合いの時間の確保  

★ 

情報活用能力 
  とは、 

「Ｗｅｂ会議による遠隔講義」   講師 中川 一史 氏（放送大学 教授） 

 協議に代替して議論をさせる 

・教師の一方的講義ではなく生徒同士の対話を 

 入れる 

情報活用能力とは、世の中の様々な事象を情報とその結びつきとしてとらえて把握し、情報および情報 

           技術を適切かつ効果的に活用して、問題を発見・解決したり自分の考えを形成したり 
           していくために必要な資質・能力のこと 

伝統的授業で目的が達成されない場合の対処 
教師主導型の否定➡アクティブ・ラーニング的    

         対話を導入することで改善 

・練り上げ過程をワークシートによるグループ 

 協議に代替して議論をさせる 

・教師の一方的講義ではなく生徒同士の対話を 

 入れる 

「徹底」による基礎学力の習熟 

☆  

★ 

  

◇授業改善の実践事例から学ぶ 
～全国学力調査の結果から見える 

    学力上位県と停滞県の特徴～ 

・低学力に危機感 

・他県を視察 

・授業改革に加えて学校経営改革  

・改革を推進するリーダーシップの存在 

・意識改革に焦点  

・学校経営改革の手段は校長面談と 

 ＰＤＣＡ 

■上昇県に共通すること 

・言い訳が多い  

・学力観が多元的  

・やっていることのみの主張で成果に言及せず  

・マネジメントの非効率  

・内に籠っている 

■学力停滞県に共通すること 

・小中学校ともに低下傾向  

・算数の授業が好き・よく分かる➡平均以下  

・導入に時間がかかり過ぎて適用題・振り返 

 りが不十分  

・教員が一方的に「めあて」や「まとめ」を 

 提示  

・「めあて」が抽象的で学習の見通しが持て 

 ない 

・「めあて」と「まとめ」が正対してない 

■本県の課題 危機感不足！ 

研修で 

 学校が 

  変わる 

まとめ    

     県立福祉人材研修センター

３ 「ＳＥＬ－８Ｓ」展開のポイント 
 ①試行とそこでの教師の手応え 
 ②「点から線へ」の指導計画 
 ③組織的な取組と教育課程への位置づけ 

令和２年7月6日（月）     

振り返り・まとめ 

次の学習場面や日
常生活への展開 

「教育の情報化を 
 リーダーとして推進する」 

【研修のねらい】 
■児童生徒の情報活用能力に向けたカリキュラム・マネジメントや校内研修の進め方 
 について理解し、各学校における実践力を高める。 

どんどん学校差が激しくなってくる 

あなたの学校は大丈夫？？ 

これからの学校の当たり前の姿 

授業内でデジタル機器を使う頻度・・・日本は最下位 

（世界５３か国・地域中  ＰＩＳＡ2018調査結果） 

今の多くの学校の状況 

 

情報化推進教師の資質・能力の４観点 1 理念・理論に関する知見 

3 カリキュラムコーディネーション   

①３つの観点や教科・領域等に配慮した 

 情報教育カリキュラムが計画できる 

②情報教育の段階性を意識できる 

③教員や児童生徒の実態に合ったカリキ 

 ュラムの評価・改善ができる 

4 校内マネジメント 

①同僚を良い意味で巻き込むことができる（ひと） 

②研修、研究の機会を企画・運営・推進している（こと） 

③人材、ハード、ソフト、予算等の確保・管理をしている（もの） 

 
○情報化推進リーダーとして、校内マネジメントの大切さを学んだ。役割分担をしながらキーパーソンを育てていきたい。 

 また、プログラミング教育に関して前期課程の実践においてＮＨＫの「テキシコ」等の教材を紹介していただいたので、 

 研修に活用したい。 

○情報化推進リーダーとして、職員研修でＧＩＧＡスクール構想について知らせ、児童がＩＣＴを効果的に選択しながら 

 学習に取り組める力を身につけさせなければならないことを伝え実践化につなげたい。授業研にＩＣＴを活用した場面 

 を組み込んでもらうなど、普段から実践化を図りたい。 

○学習者用デジタル教科書全般について情報化推進リーダー自身が早めに理解を深め、校内をリードできるようにしたい。 

○どの教科でも横断的にプログラミングの内容を取り入れ、思考力を高めさせるようにしていきたい。 

2 授業デザインとアチーブメント 

①教科・領域のねらいと情報教育のねらいをうまく融 

 合している 

②ＩＣＴと非ＩＣＴの選択・組み合わせが絶妙である 

③形成的評価を行い、授業の改善点を明確に語れる 

 ○ＩＣＴを毎日ふつうに使っている学校 

 ○オンラインを積極的に活用している学校 

 ○情報活用能力を計画的に育成している学校 

○ＩＣＴ活用等、教師の苦手意識の払拭のための手立てを講じたい。具体的には各先生が実践されていることを気軽に話 

 せる場をつくり、他の先生もしてみたり改善点を出し合ったりできるように、得意な先生をうまく生かしていきたい。 

○タブレットを主体的に子どもが使ってみる授業に挑戦したい。 

○タブレットを調べる学習だけでなく、プレゼンや意見の交換などの表現の場で使いたい。 


